アジア大会・世界選手権等を目指す特別育成選手募集要項

●事業の趣旨
　2024年のパリオリンピックにて悲願の団体銅メダルを初老ジャパンが獲得し、国内外で総合馬術が注目されています。更なる日本の総合馬術の発展の足掛かりとするため、来年2026年に自国で開催される愛知アジア大会での団体・個人金メダルの獲得を目指すと同時にLAオリンピック出場へ向け世界選手権での好成績を総合本部として目指しています。そのためイギリスを拠点とし、競技力と人間力の向上を求め、また日本人選手としての誇りを持って、上記大会並びに国際大会で活躍できるナショナルチームメンバー入りを目指す特別育成選手を以下のとおり募集いたします。　

●募集人員		２名以内

●研修期間　　　　　2026年1月以降から同年12月31日
　　　　　　　　　　※渡航の準備等が整い次第

●指導者及び活動拠点　 Richard Jones (予定)
Team Jones Equestrian（GBR）

●申し込みの条件（すべてに該当していること）
1． 日本国籍を有し、全日本総合馬術選手権、アジア競技大会、CCI 競技（２★以上）、のいずれかにおいて入賞経験を有する者。
2． 本事業後も継続して海外競技活動を継続できる者。
3． 年齢は、2025年12月の時点で概ね22歳から40歳までの者。
4． 勤務先あるいは所属先からの承諾が得られている者。
5． 規範意識を持ち，本事業の目的を十分理解している者。

●特別育成選手に課せられる義務
1． 選考された選手は監督及び本部長並びに拠点指導者の指示に従って活動すること。
2． 会員倫理規程、ナショナルチーム・プログレスチーム規程の行動指針を遵守すること。
３．イギリスの在留資格を取得すること。
　　※研修開始後でも可能であるが出来るだけ早めに取得すること

●補助内容
1． 拠点での活動に際し、訓練用馬匹はJEFが用意する。
2． 競技会（国際大会）に参加する場合の費用（エントリー料）はJEFが予算内で一部補助する。
3． 選手の活動補助費として上記2.とは別に月額25万円を支給する。

●注意点
1． 拠点での活動には通訳はつかない。
2． 活動状況に問題や違反行為があった場合は特別育成選手の資格を失う。
3． 事情を勘案して一時帰国を認めることがある。
4． 生活の拠点となる宿舎は各自で用意すること。（JEF斡旋可）
5． 宿舎からトレーニング拠点など現地での移動は各自で行うこと。
6． 活動内容により選手の入れ替えを行うことがある。
7． 拠点への自馬の持ち込みは、JEFが認めた場合に限り可とするが、当該馬にかかるすべての費用は選手の負担とする。

●選考の方法
　一次審査：		書類審査（エントリーシートの審査）
　二次審査：		面接（Web可）

●申し込み等
1． 一次審査締め切り	2025年11月25日(火)（必着）
2． 提出物			締め切りまでに所定のエントリーシートを提出
3． 一次審査合格者		所定の期限までに二次審査への申し込み
4． 二次審査合格者		誓約書の提出

申し込み宛先：
【郵送】〒104-0033　東京都中央区新川2-6-16　馬事畜産会館 6階
　　　　　　　公益社団法人 日本馬術連盟　総合馬術特別育成選手係
【Eメール】　tagami@equitation-japan.com

●拠点での活動までのスケジュール（予定）
　2025年
	11月 25日	一次審査申し込み締め切り
	11月26日	一次合格者発表
	12月  2日　	二次審査参加申し込み締め切り
	12月  8日	二次審査　
	12月 12日	二次審査合格者発表
2026年1月以降	拠点での活動開始
